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1990年７月20日(金)～21日(土)

於　熊本・阿蘇観光ホテル

会長
熊本大学医学部

教授 石　 川

耳鼻咽喉科

膠



会Ｊ ＬＩし 内

会　　場　熊本・阿蘇観光ホテル

熊本県阿蘇郡長陽村湯の谷

ＴＥＬ（09676）7 －0311

FAX （09676）7 －1889

会場へは　Ｏ熊本空港三万よ二与阿蘇観光ホテル

（つJR 熊本駅百ま）JR 赤水駅三万］ド ）阿蘇観光ホテル



第一別館

研 究 会 場

懇 親 会 場

世話人会場

会二 屁」?ＬＪＩＬ」?1

本　　 館

本　　館

第一別館

本　　館

４Ｆ会議室サンメール

２Ｆ五岳の間

１Ｆ小食堂モアール



２

ふ

こＺ了

八
コズ

３。 日

第21回職業アレルギー研究会実施要領

期　　1990 年 ７月20（金）～21 日（土）

場　　 熊本県阿蘇郡長陽村湯の谷

阿蘇観光ホテル

TEL　09676 － 7 － 0311

程

７月20 日 （金） H:00 ～12 : 00

12 : 00～13 : 00

13 : 00～13 : 05

13 : 05～14 : 35

14 : 50～15 : 10

15 : 10～15 : 45

15 : 45～16 ； 30

16 : 45～17 : 30

17 : 30～18 : 15

18 : 15～18 : 30

19 : 00～

7 月21 日（土）　8 :30 ～14 : 00

世話人会

昼　　 食

会長 挨拶

「職業ア レルギー研究会賞 」受賞 発表

並びに賞 贈呈，受賞 記念講 演

講演 「インタールを めぐって の20 年 」

一般研究発表 （ＳＥＣＴＩＯＮ Ｉ ）（3 題 ）

一般研究発表 （ＳＥＣＴＩＯＮ Ｈ ）（4 題 ）

一般研究発表 （ＳＥＣＴ１０Ｎ Ⅲ ）（4 題 ）

一 般研究発表 （ＳＥＣＴ１０Ｎ Ⅳ ）（4 題 ）

総会

記念撮影 ，懇 親会

懇親旅行（解 散）

４．研究会参加の先生方へ

巾　 演者変更の場合はスライド受付の際，係へお申出ください。

（2） 一般演題は講演８分，討論３分とし，進行は座長にご一任いただきますが，時

間厳守をお願いします。

（3） スラ イドプロジェクターは1台です。スライドは原則として10 枚以内とします。

倒　 研究会当日中に雑誌掲載用最終抄録（1200 字以内，図表２枚以内）および100

語以内の英文抄録を提出して下さい。

（5） 研究会費として各個人５千円，及び会場整理費１万円，臨時会員随行時１名に

付き１万円の会場整理費を当日納入して下さい。

（6） 研究会当日，この抄録集をご持参下さい。



第21回　職業アレルギー研究会日程

了 月20 日 （金） 了 月21 日 （土）

１１　八八

懇親旅行 （希望者のみ）

0.XU　　　　 阿 蘇観光 ホテル　 スタ ート

↓

草千里 ヶ浜

↓

火山博 物館( 火 口)

↓

大　 観　 峰

↓

銚 覧(

ジ ンギスカ ン)

↓

¶j　八八

世　　 話　　 人　　 会

１乙 ．ＵＵ　　　　
尽　　　　　　　　　 食

-

嗜ｎ　 八八

1J ・UU　　　　職業 アレ ルギー 研究会賞

受賞 発表並 びに受 賞記 念講演

¨‘
ｏ　　

解 散　 熊 本 空 港

↓

－15:00　　　　　　　JR 熊 本 駅

Ｎ °コ　　 休　　　　　　　　　 憩

1q . りU　　　（講 演）

1r　l ハ イ ンタールをめぐ って の20 年
･J ・ 1゙ 　　　　 一般演題　 ７題

ＳＥＣＴＩＯＮ（Ｉ ）~ＳＥＣＴＩＯＮ（Ｈ ）

江 二　　 休　　　　　　　　　憩
･゛ ' 4゙ 　　　　 一 般演題　 ８題

ＳＥＣＴＩＯＮ( Ⅲ)~ＳＥＣＴＩＯＮ(ＩＶ)

屈 屈゙　　　総　　　　　　　　　 会

休　　　　　　　　　 憩

‘゛’゙ ゛　　　 記念 撮影， 懇親会

＆ ・ ・ り り
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世　話　人　会 （11 : 00～12 : 00）

開会のあいさつ （13 : 00～13 : 05）

職業アレルギー研究会賞受賞発表並びに受賞記念講演 （13 : 05～14 : 35）

1.第3回七條賞受賞記念講演　　　　　　　座長　群馬大学医学部第１内科

職業アレルギーの変遷

2｡ 第2 回石崎賞受賞記念講演

上武呼吸器科内科病院

座長　日本医科大学耳鼻咽喉科

鼻アレルギーの増加における職業性抗原の意義

県西部浜松医療センター耳鼻咽喉科

休 憩

講 演 （14 : 50～15 : 10）

インタールをめぐっての20年

藤沢ファイソンズ㈱

一 般 研 究 発 表

ＳＥＣＴ１０Ｎ （I ） （15 : 10 ～15 : 45 ）

１ 。

会長　　 石　 川 啼

い　林　 節　雄

三
　
稔

隆木
　
田

笛
　
奥

宇　 佐　神　篤

本　 岡 弘

座長　群馬大学医療技術短期大学部　　 中　 沢　次　夫

椎茸栽培者に見られた過敏性肺臓炎の１例

広島大学医学部第２内科 安

保

高

松

渾

橋

義　晃

総一郎

浩　一

２．羽毛布団製造従事者に発生した職業性過敏性肺臓炎と考えられる１例

国立療養所南福岡病院臨床研究部　　　Il l’佐　 藤　　　 圭

横　田　欣　次

井　上　鮒　 夫

３．　醤油醸造工に発症した麹（Ａspergillｕs ｏryｚａｅ）による過敏性肺臓炎の１例

名古屋大学第１内科　　　　　　　　　･:j 土　 屋　良　 記

社会保険中京病院呼吸器科　　　　　　　 中　 西　和　夫

京都大学胸部疾患研究所内科２

SECT10N （||） （15 : 45～16 : 30） 座長　大分大学保健管理センター内科

４。毒掃丸アレルギーが疑われた気管支喘息の一例

都立駒込病院アレルギー膠原病科

５

り安

坂

藤

田

純

師

子

道

石　岡

小　 山

長谷川

山木戸

華

広

長

丸

瀬

野

方
　
脇

下
　
西

木

中

野

村

伸

徹

司

郎

健

道

尚 子

士

準
　
　

煎

祐

也

晋

隆
　
　
　
　
　
　
　
敬
　
稔

高　木　 祥　子

清　沢　 治　夫

猪　熊　 茂　子

モルモット皮毛由来アレルゲンの性状とELISA によるヒト血清中の特異的１９Ｇおよび19E の検出

財団法人化学品検査協会日田研究所　　 ○武　 吉　正　博　　 水　口　 隆一郎

６。塗装作業に関連し喘息様症状を呈する１症例

大分大学保健管理センター内科

７，レノバトールによる職業性喘息の１例

同愛記念病院アレルギー呼吸器科

ご中　 村　 晋

い佐

越

荒

野

野

井

靖　之

健

康　男



SECT10N （|||）（16 : 45～17 : 30）

8. 当 科で経験した小麦粉喘息の二例

休 憩

座長　国立病院医療センター呼吸器科　　 可　 部　 順三郎

近畿大学医学部第４内科 ○田

久

東

大

中

９。小麦粉に起因する職業性喘息の２症例の発症機序に関する検討

岡山大学第２内科　　　　　　　　　　　 い高

津

多

10.Baker ″s Ａstｈｍａの１例

伊勢崎市民病院

群馬大学第１内科

11. トウゴマ喘息の１例とその抗原性の検討

国立相模原病院

SECT10N （IV） （17 : 30～18 : 15） 座長　県立広島病院

栗

近

根

小

=こ 田

－－－

秋

中

保

田

石

島

橋

田

田

原

森

本

林

所

田

山

裕

有

光

重

明

智

雄

徳

清

隆　史

慎　也

正

忠

俊

節

憲

晴

岡

山

茄

津

宮

宗

木

本

崎

原

谷

邦

公

順

泰

彦

世

夫

博

良

郎

雄
　
　
　

郁

下

田

村

英　　塚　越　英　男

徳

和　　萩　原　　　修

雄

治

久

男

安

金

信

城

枝

子

太

浩

冨志人

隆　 夫

智　彦

12. モノクロナル抗体作製よりみたホヤ主要抗原決定基ａの均一性について

県立広島病院　　　　　　　　　　　　　 Ｃ 城　　　 智　 彦

広島県　　　　　　　　　　　　　　　　　 勝　 谷　　　 隆　　 大　塚　　　 正

坪　井　 信　治

広島大学工学部　　　　　　　　　　　　　 岡　　　　　 智　　 小　 埜　和　 久

重　田　 征　子

13. 全例において著効を認めた減感作療法

広島県

県立広島病院

国立相模原病院

Ｏ大

坪

城

安

柳

塚

井

枝

原

信

智

行

正　　 勝　 谷

次

彦

浩　　 梶　原

義　　 信　 太

隆

景

隆

14. スターチスによる職業性花粉症と考えられた一例

佐久総合病院アレルギー科　　　　　　 ひ堀　　　 俊　彦

15. 芳 香（金モクセイ）によって誘発される気管支喘息発作について

公立玉名中央病院内科　　　　　　　　　つ江　頭　 洋　祐　　 牛　島　 正

閉会のあいさつ

夫

人

他

会　 長　　 石　 川　 呼



職業アレルギー研究会賞受賞記念講演

1｡ 第３回七條賞受賞記念講演13 : 15～13 : 55

座長　群馬大学医学部第１内科　小林　節雄

職業アレルギーの変遷

上武呼吸器科内科病院 笛　木　隆
一

一

一

人々の生活の場である家庭での主要なアレルギー起因抗原が，ダニであることは云うまで

もないが，一方，生産の場である工場や農村では，種々の伝統的起因物質のほかに，日々新

たに開発され，導入される物質により，新しい職業アレルギーが発生している。

これらを研究することは，アレルギー疾患や，気管支喘息の発生機序解明に，一般のアレ

ルギー研究を通じての観点とは異った新たな視点を提供する可能性をひめている。今回，七

條賞受賞と云う名誉に感謝し， 戦後の職業アレルギー研究の歴史を小括し，きたるべき二十

一世紀への展望について若干の問題提起をさせていただくことにする。

<ＭＥＭＯ〉

－ １



2｡ 第２回石崎賞受賞記念講演13 : 55～14 : 35

座長　日本医科大学耳鼻咽喉科　奥田　　稔

鼻アレルギーの増加における職業性抗原の意義

県西部浜松医療センター耳鼻咽喉科　 宇　 佐　神　 篤

1980年に，Ｉ型の職業性気道アレルギーの種類，国勢調査の産業中分類でみた職業性抗原

に関連する職業従事者数の変動，鼻アレルギーに占める職業性鼻アレルギーの比率を調べ，

次の結果を得た。

１．職業性鼻アレルギーの抗原は69種類報告されており，年と共に増加した。さらに，非従

業者を感作する職業性抗原もあり，職業性抗原の重要性が確認された。

２．職業性鼻アレルギーは，自験のアレルギー外来における鼻アレルギー総数の約0.3～3,1

％を占めた。

３．抗原感作を受け易い職業に従事している人工は次第に増加していると考えられた。

以上から，職業性鼻アレルギーは近年増加する傾向が示唆され，職業性抗原は鼻アレル

ギー増加の一因をなすと考えられた。

今回は，その後の追跡調査を含めて近年の鼻アレルギーの増加に職業性抗原がどのような

役割を果しているかを述べる予定である。

〈 Ｍ ＥＭ Ｏ〉

－２－
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般　研　究　発　表

SＥＣＴ１０Ｎ（I ）15 : 10～15 : 45　座長　群馬大学医療技術短期大学部　中沢　次夫

１

椎茸栽培者に見られた過敏性肺臓炎の１例

広島大学医学部第二内科 ○安松　義晃

小山　　 徹

山木戸道郎

石岡

高橋

伸一

浩一

保洋総一郎

長谷川健司

症例は32歳の女性で，29 歳時，椎茸栽培を始めた頃より，椎茸栽培作業の数時間後，咳痰，

発熱等の症状が出現した。入院による軽快と退院による再増悪を反復していた。当科入院時。

白血球数6200，Ｅ０.0 ％lgG2120.1gA383.1gM181.1gE29(RIST). ＣＲＰ 陰性。ツ反陰

性。画像診断では両上肺野に散布する粒状影を認め，肺機能では拘束性換気障害と拡散能低

下を認めた。椎茸抗原液による皮内反応は陰性であったが，病歴より，椎茸による過敏性肺

臓炎を疑った。短時間の椎茸栽培作業により，Ｘ 線所見，肺機能の増悪，ＢＡＬＦ 所見で総

細胞数の増加，リンパ球，好中球の増加を認め，椎茸栽培作業を増悪の誘因と考えた。退院

後，防塵マスクによって再増悪を防止した。

<ＭＥＭＯ〉

３



-

２。羽毛布団製造従事者に発生した職業性過敏性肺肝臓炎と考えられる１例

国立療養所南福岡病院臨床研究部　○佐 藤

広 瀬

圭，景丸

隆士，井上

尚 子 ，

信 夫 ，

横田

長野

欣児

準

症例は47才の男性で，２年前から寝具会社で，羽毛布団の製造作業に従事していた。数年

前までインコ飼育歴があるが最近は飼育していない。 1989年10月より羽毛の吹き込み作業に

従事した際，夕方から悪寒，38度台の発熱，呼吸困難感が出現するようになり，90 年１月当

院を受診した。胸部レ線上粒状影が散在するも肺機能上は異常見られなかった。入院中に施

行した羽毛の吸入試験は２回とも陰性であったが，外泊の上施行した環境誘発で発熱，呼吸

困難感，Sa02 ，ＦＶＣ,ＦＥＶＩ.，の低下等の所見を確認し，翌日のＴＢＬＢでも肉芽腫性の炎

症像を確認した。沈降抗体価ではＴ.ｃｕtａｎｅｕｍ（IF01198 ），鳩fn清に陽性で，羽毛による

ＨＰｎの可能性が考えられた。

〈 ＭＥ Ｍ Ｏ〉

－ ４



３。醤油醸造工に発症した，麹（Ａspergillｕs ｏryzａｅ）による

過敏性肺臓炎の１例

名古屋大学第１内科

社会保健中京病院呼吸器科

京都大学胸部疾患研究所内科２

○土屋

中西

良 記 ，

和 夫 ，

下方

西脇

木野

薫

敬祐

稔也

症例 は34 歳 の男性 で， 昭和63 年 １月より醤油醸造 業に従事し始め たが， 数 力月後より 夜間

にな ると咳 唯， 呼吸 困難， 発熱を 自覚す るように なり来院。 入院検 査にて胸部 Ｘ 線 上両 側

にび まん性 の小 粒状 影を 認め， 血沈充進，ＣＲＰ 陽性，Ｐ０
２
の 低下を示 し た。 ＢＡＬ で は，

総細 胞 数 （78 ×10 ’I/ml），リンパ 球比率 （77 ％ ）の 増 加，ＣＤ ４/8比 （0.35 ） の 低下 あり，

ＴＢＬＢ で は胞 隔 炎を 認めた。沈 降抗体 は，Ａｓｐｅｒgillｕｓ ｏｒyｚａｅ に の み陽性を認 め， 入院 に

ての自 然経過で改 善ある も，退 院後の職場復帰 にて 再度同様症状の 誘発を 引 き起こ した。以

上より 本症例 は， 麹（Ａspeｒgillｕｓ ｏｒｙｚａｅ）による過敏性肺臓 炎と診断し た。

〈 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ〉

５



ＳＥ ＣＴ １０ Ｎ Ｈ 15 : 45～16 : 30　 座長 大分大学保健管理センター内科　中村　　 晋

４。毒掃丸アレルギーが疑われた気管支喘息の一例

都立駒込病院アレルギー膠原病科 ○安 藤

清 沢

信太

純子，高　木祥子，坂田　師通

治夫，猪熊　茂子

隆夫（国立相模原病院）

症例:40 才男性。 1978年より毒掃丸製造にたずさわっている。1985 年頃より毒掃丸粉末を

吸入すると呼吸苦が出現するようになり，1988年近医にて気管支喘息と診断をうけ加療して

いたが症状悪化したため当科受診した。ｌｇＥ（RIST ）1821/mloWBC6400/ ｍｍ３（ｅｏｓ ・ 2

％）MAST30 種，lg －ＥＲＡＳＴ では原因抗原同定できず。毒掃丸溶解液皮内テストでは9

×10/48 ×36mm と強陽性であった。毒掃丸アレルギーによる気管支喘息が疑われ，ｌｇＥ

－ＲＡＳＴについても検討を加わえ報告する。

<ＭＥＭＯ〉
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５。モルモット被毛由来アレルゲンの性状とE LISA によるヒト血清中の

特異的19G および19E の検出

財団法人化学品検査協会日田研究所　○武 吉　 正 博， 水 口隆 一郎

モルモット被毛より抗原を抽出し，モルモット取扱作業者の血清中の特異抗体の検出と抗

原に対する特異抗体の反応性について検討した。その結果，モルモット取扱作業者のほとん

どに抗原に特異的なｌｇＧ が検出され，重篤なモルモットアレルギー保有者には抗原特異的

なｌｇＥが検出された。モルモット被毛に由来する抗原は主として14K ～22Kdalt ｏｎの範囲

に分布し，それらの組成は週齢にともなって変化した。また，モルモット被毛に対して誘導

されたｌｇＧ は全分子量範囲に同程度の反応性を示したが，ｌｇＥ は40K daltｏｎ以上の抗原に

対して高い反応性を有していた。

〈 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ〉

７



６

塗装作業に関連し喘息様症状を呈する１症例

大分大学保健管理センター内科　 中　 村
XTT7:

日

ポリウレタン樹脂工業に伴う ＭＤＩ,ＴＤＩによる職業性喘息でアレルギー機序が主役を演

ずるか否かはなお確定されていない。一昨年の本研究会でポリウレタン断熱剤による症例を

報告したが，今回は塗装作業に関連し喘息様症状を惹起する１例を経験したので概要を報告

し若干の考察を加える。

症例は38歳の男子。 19歳の時塗装工となりアクリルリジン，ウレタンをトルエン，キシレ

ンで溶解し吹きつけたり刷毛で塗ったりする仕事に従事，３年目より従業後喘息様症状をみ

るようになり，活性炭入り防毒マスクで防禦するが，特に冬に窓を閉めて作業すると悪化す

ると訴えて来院。皮内反応で陽性のものなく，総ｌｇＥ 値432ｕ/m1, ＣＲＰＤ, 肺機能上混合

性障害と胸部Ｘ 線上肺紋理増強を認め非可逆性変化の併存の可能性も考えられた。

<ＭＥＭＯ〉

－ ８ －



７ レノバトールによる職業性喘息の１例

同愛記念病院　アレルギー呼吸器科　○佐野

宮 本

靖 之 ，

康 文 ，

松崎

荒井

剛，越野

康男

健

症例は25才女性，既往にアトピー性皮膚炎，家族歴で祖父が喘息。 21才時より都内のエ ス

テティックサロン（全身美容室）に勤務。仕事上美容剤レノバトール（ヒマワリの種を含有

する）を使用していた。勤務して２年後同一の美容剤を使用して，手，顔面，頚部，に募麻

疹出現。S63 年11 月仕事中に全身の葦麻疹，喘鳴，呼吸困難出現し，それらの症状は同様の

仕事中にしばしば出現した。Ｈ１年７月当科外来受診。検査ではＡＣｈ吸入誘発閔値1250．

1gE698 ．レ ノバトールによる皮内反応は10-8で偽足を伴う強陽性で10-2 にても陽性，吸入

誘発は10-‘Oにて陽性。ヒマワリの抗原性を疑い後日種子抗原を 作成し患者皮内に10-10 ～

10- ’6接種した。接種後約10 分にて喉頭浮腫，呼吸困難，血圧低下などのアナフィラキシー

症状を呈し即日入院加療した。以上ヒマワリ種子抗原によると思われる美容剤レノバトール

による職業性喘息の１例を報告した。

<ＭＥＭＯ〉

９－

一 一



-

S ＥＣＴ１０ＮⅢ　16 : 45 ～17 : 30　 座長　国立病院医療センター呼吸器科 可 部 順三 郎

８

当科で経験した小麦粉喘息の二例

近畿大学医学部第４内科　田中

山 崎

大 石

明 ，

公 世 ，

光 雄 ，

岡本

東田

津谷

邦 彦 ，

有 智 ，

泰 夫 ，

久保

卯原

中島

裕一

順一

重徳

小麦粉喘息が職業アレルギー疾患の一つとして注目されているが，当科において二例の小

麦粉喘息を経験したので報告する。第一例は43歳の調理師で就業年数は20年であり，第二例

は25歳のパン製造業者で就業年数は一年である。二例共皮内反応が陽性であり，吸入誘発試

験では，第一例が二相性気道反応を，第二例は遅発型の気道反応を認めた。二例共ＤＳＣＧ

の投与により改善効果が得られて現在も就業を続けている。

<ＭＥＭＯ〉

－10 －
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９ 小麦粉に起因する職業性喘息の２症例の発症機序に関する検討

岡山大学第２内科　 高橋

宗田

清，宮下

良，多田

雄 博 ，

愉 也 ，

津田

木村

隆史

郁郎

小麦粉を吸入する職場で発症した職業性喘息の２症例を経験したので，その臨床像と抗原

との関連性及び発症機序について検討した。症例１は49歳男で，製菓店に勤務して約１年後

から作業と関連した喘息発作を認めた為転職し，以後，６年間は無発作であった。製麺工場

に就業し再び喘息発作が出現し小麦粉喘息の疑いで入院となる。症例２は44歳男で，パンエ

場に勤務し半年後より鼻炎症状，更に１年後より喘息発作を認めた為入院検査。小麦粉の即

時・遅延型皮内反応，ｌｇＥ 抗体，リンパ球幼若化反応が陽性，経口負荷でＩＡＲ ，吸入負荷

でＤＡＲ を認め，ｌｇＥ 以外の非即時型反応の関与が想定された。その他の感作抗原との関連

性についても検討中である。

〈 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ〉
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10.Baker ″s　Ａｓtｈｍａの１例

伊勢崎市民病院　 ○栗原

群馬大学第一内科　 根本

正 英 ，

俊 和 ，

塚越

萩原

英男，近藤

修，小林

忠徳

節雄

症例:36 才，男，パン製造業（材料仕込）家族歴：父親は咳が多かった。既往歴：小学３

年の時ペニシリンショックを経験した。現病歴：昭和48年４月より製パンエ場で小麦粉，脱

脂乳，砂糖，イースト菌などをミキサーで混合する仕事をした。昭和55年に月感昌に罹患す

るまで無症状であった。しかしその後呼吸困難発作が頻発し悪化するようになり，特に小麦

粉の粉塵を吸入すると発作を起こすことに気付き，平成元年７月当科受診。

喘息発作と職業との関連が強く，ＲＡＳＴで小麦，そば，ハシバミ，大豆，米，大麦，ラ

イ麦，イングン豆，ゴマ，ブラジルナッツ，グルテンと多くの穀類に陽性を示した他，ヤケ

ヒョウヒダニ，ＨＤ，ネコ上皮にも陽性を示し，興味ある症例と考えられたので報告する。

〈 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ〉
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11. トウゴマ喘息の１例とその抗原性の検討

国立相模原病院　 田所　 憲治，

金子冨志人，

安枝

秋山

浩，三田

一男，信太

晴久

隆夫

症 例 は，31 才　 男 性，10 年 前 より トウ ゴマ（Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅ ｃａｓtｅｒ ｓｅｅｄ）の品質 検査 業務 に

従事。 同じ階で トウゴマの圧 砕， ヒ マシ油の抽出を 行なってい る。 ５年 前より出社後咳瞰，

夜 に喘 鳴出現す るようにな る。 休業時は無症状。 既往歴，家族 歴特にな し。 lgE214U/ml ，

呼 吸 機能検 査: ＶＣ　３.63L （88.3 ％ ），ＦＥＶ，2.54L （77.6L ）， アセチル コリン感受性試

験:313 7　80 ％， ヒマ シ油香吸入試験：陰性（99.1 ％ ），皮内試験40 種 ： スギのみ¨ ，０ｐｅｎ

ｐａtch tｅｓt : ト ウ ゴマ 脱脂抽 出液（ＣＢＥ）（＋），ヒ スタ ミン遊離 試験:CBE　10733 ％ ，ｌｇＥ

－ＲＡＳＴ : ＣＢＥ　 １０. ４ＰＲＵ/ml ，RicinA120　9. １ＰＲＵ/ml ， ＲＡＳＴ 阻 害試験で は50 ％ 阻

害 は ＣＢＥ　２７，Ricin　Aj H75 7 。 以 上 よりトウゴマの非 油性粉 末の吸 入が発作の原因 で

あり， 非 Ｒｉｃｉｎ 成分がその主抗 原と推定され た。

<ＭＥＭＯ〉

－13 －



SECT10NIV　17 : 30 ～18 : 15　　 座長　 県立広島病院 城　　智彦

12. モノクロナル抗体作製よりみた，ホヤ主要抗原決定基CXの均一性について

県立広島病院

広島県

広島大学工学部

○城

勝谷

岡

智 彦

隆 ，

智 ，

大塚

小埜

正 ，

和 久 ，

坪井

重田

信治

征子

ホヤ抗原Gi- ｒｅｐ,Ei- Ｍ, Ｄ Ⅲａは分子量，抗原決定基がそれぞれ106000，α，22800 ，

α，β，9980，α，β，7 で，超遠心的に均質，ゲル濾過で急峻な１峰を形成する。Ｇ卜 ｒep

により抗α18株，Ｅ卜 Ｍにより抗α４株，抗β２株，Ｄ Ⅲａにより抗α４株の ＭｏＡｂを作

製したが，これら抗体の血清型はすべてｌｇＧ 型であった。固梱化抗αＭｏＡｂカラムを通す

と，Gi- ｒｅｐ,Ei- Ｍ, Ｄ Ⅲａはすべて強親和性，弱親和性の２群に分画されたが，皮内反応

活性，ポリクロナル抗体との結合の面では，弱親和性分画は強親和性分画と同等の力価を示

した。ホヤ抗原より切り出したα活性をもつ糖鎖が化学構造上不均一であったこと も相まっ

て，α決定基はアレルギー学的になお不均一であると考えられる。

<ＭＥＭＯ〉
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13. 全例において著効を認めた減感作療法

広島県

県立広島病院

国立相模原病院

○大 塚

城

安 枝

信太

正，勝谷　　隆，坪井　信治

智彦

浩，梶原　景一，柳原　行義

隆夫

ホヤ精製抗原による減感作療法では，適当な分子量を もっ高力価，高濃度の抗原を用いて

積極的な治療をすることにより，副作用なく秀れた効果をあげることができ，有効例では遮

断抗体として作用する特異ｌｇＧ 抗体が産生されることをのべてきた。今回は本症22 名に対

してＥｉ-Ｍ による治療を 行なったところ，一般の気管支喘息を合併し早期に脱落した1例を

除く全例において著効をえたので報告する。皮内反応闘値の約100 倍量より開始，２週間隔

３回， ３週間隔４回の注射後作業開始，同間隔の注射を ４回続けたのち，１ヵ月１[司の注射

とした。作業開始時のみ短期，少量の対症剤を使用した４名があったが，その後は全例対症

剤不要で，抗原液７回注射後すでに相当量の特異ｌｇＧ 抗体の産生を認めた。

<ＭＥＭＯ〉
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14. スターチスによる職業性花粉症と考えられた一例

佐久総合病院アレルギー科　 堀 俊　彦

症例は63才男性。 12・3年来ハウスでスターチスを主に花弄栽培を行なっている。昭和62

年より５月末から７月にかけてスターチス収穫期に一致してくしゃみ・水様鼻汁，眼囲にか

ゆみが出現。症状はハウスに入ると出現し，出てしばらくすると軽快した。検査ではlgE12

単位と低値で，ＲＡＳＴ では開花期が症状に一致するカモガヤの他ダニ，アルテルナリアと

も陰性。職業アレルギーを疑い，花が微小で花粉採取が困難なため，花粉そのものを用いて

鼻誘発試験を行なったところ，強陽性の反応がみられた。

イソマツ属に入るスターチスは花，茎とも非常に乾いておりドライフラワーに適し，完全

開花をまって出荷するため花粉が出やすいものと思われる。あわせて付近の花弄農家を対象

としたアンケート調査結果も報告する。

<ＭＥ ＭＯ〉
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15. 芳香（金モクセイ）によって誘発される気管支喘息発作について

公立玉名中央病院内科　 ○江 頭

牛 島

洋祐

正人 ．他

成人気管支喘息患者には，花や香水の芳香によって喘息発作を誘発するｅｐｉｓｏｄｅを有す

る患者が少数ながら存在する。われわれは毎年秋，金モ クセイが開花する頃になると，その

芳香で発作が誘発されたと訴える患者によく遭遇することがある。

われわれはそれが花粉によるアレルギーではなく，芳香が誘因になることに興味を持ち ，秋

の開花期における発作誘発の実態とそれらの患者群の背景等について臨床的検討を試みた。

嗅覚と気道れん縮との関係については成書等でも明らかでないが，気道過敏性の充進があ

る患者では，強い芳香によって自律神経反射を介して過敏反応が起ることが想定される。わ

れわれは金モクセイの生花および類似合成香料による発作誘発テストおよびアストグラフに

よるデータ等について検討を行ったので，職業上の発作誘発の可能性を含めて報告する。

〈 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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